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第 5 章では，第 4 章で提案した可変シンボルレート・変調多値数適応変調方式を用いて，無線パケット通信システ
ムにおいて，パケット長も可変とする適応変調無線パケット通信システムを提案している。まず，本提案方式の基本
構成および多元接続方式について述べ，次に，室内無線パケット通信環境下におけるスループット特性および平均遅
延特性を計算機シミュレーションによって検討し本提案方式の有効性を明らかにすると共に，通信距離に対するパ
ケット受信成功確率および、平均遅延特性についても検討を行っている。
第 6 章は結論であり，本研究で得られた結果の総括を行っている。
論文審査の結果の要旨
本論文は，無線パケット通信における耐遅延波特性の向上と高速化を図ることを目的として行われた研究の成果を
まとめたものであり，主に以下のような成果をあげている。
(1) 到来する遅延波の遅延時間の状況に応じてシンボルレートを可変とする適応変調通信方式を提案し，周波数選択
性フェージングに対しその効果が特に優れていることを明らかにしている。
(2) シンボルレートを可変とすることに加えて，変調多値数も可変とすることにより，対遅延波効果を保ちつつ，高
速伝送が可能であることを明らかにしている。
(3) 考案したシンボルレート・変調多値数適応変調方式を無線パケット通信システムに導入した場合の， システム容
量の増大ならびに平均遅延の低減を明らかにし，本方式の有効性を確認している o
以上のように本論文は， シンボルレート制御を用いた適応変調無線パケット通信システムに関する多くの知見を得
ており，通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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